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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体の表裏に画像を形成する画像形成装置において、
　前記媒体が搬送される第１の媒体搬送路と、
　前記第１の媒体搬送路を搬送される前記媒体上に現像剤像を形成する画像形成部と、
　前記現像剤像を加熱により前記媒体上に定着する定着部と、
　前記画像形成装置内の温度を検出する温度検出部と、
　前記第１の媒体搬送路に連結され、前記現像剤像が定着された前記媒体の表裏を反転す
るための媒体反転路と、
　装置本体であってかつ前記媒体反転路の近傍に設けられて前記媒体反転路と前記画像形
成装置の外部とを通風可能とし、前記媒体反転路における前記媒体の搬送方向に延在する
複数の開口部と、
　前記媒体反転路に連結され、表裏が反転された前記媒体が前記第１の媒体搬送路に向け
て搬送される直線状の第２の媒体搬送路と、
　前記媒体の搬送を制御する制御部とを備え、
　前記制御部は、前記温度検出部による検出温度が第１の温度以上であるとき、前記検出
温度が前記第１の温度よりも低い第２の温度以下になるまで前記開口部の近傍において前
記媒体を前記媒体反転路内で停止させ、その後、前記検出温度が前記第２の温度以下にな
ると、前記媒体を前記媒体反転路から前記第２の媒体搬送路へ搬送し、前記検出温度が前
記第２の温度よりも低い第３の温度以下になるまで前記媒体を前記第２の媒体搬送路内で
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停止させることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記温度検出部は、前記画像形成部の近傍の温度を検出することを特徴とする請求項１
記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電子写真プリンタ等の画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、一般に電子写真プリンタ等の画像形成装置は、以下の電子写真法を有する各ユニ
ットからなる。即ち、感光ドラムの光導電性絶縁層を一様に帯電させる帯電工程と、その
感光ドラムに静電潜像を形成する露光工程と、現像ローラから感光ドラムに現像剤（トナ
ー）を付着させることによって可視化させる現像工程と、得られた可視像を用紙に転写さ
せる転写工程とからなる画像形成ユニットと、加熱と加圧により用紙に前記可視像を定着
させる定着工程を有する定着ユニットである。
【０００３】
　そして、前記画像形成装置は、前記用紙を各ユニット間に搬送することによって、用紙
の片面印刷と両面印刷を行なうことができる。特開２００２－１７９２８２（特許文献１
）は両面印刷に際し、第１面が印刷されて定着器を通過した用紙が、その後、搬送手段の
一部に形成された反転機構により反転されて、画像形成ユニットに搬送されることにより
、第２面に画像を印刷することを可能にした画像形成装置が記載されている。
【特許文献１】特開２００２－１７９２８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら画像形成装置を長時間継続して使用すると、前記定着ユニットの定着器か
ら発生する熱により、画像形成装置の内部温度が上昇する。更に、前記定着器を通過した
用紙は加熱により高温となり、その高温の用紙が再度画像形成ユニットに向けて画像形成
装置内部を搬送されるため、画像形成装置の内部温度が高温のままである。そのため、前
記画像形成ユニット内のトナーが固着し、画像形成不良の原因になるという問題があった
。
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、画像形成装置の内部温度の上昇を抑えることにより
、前記画像形成ユニットの温度上昇を抑え、画像形成不良の発生を生じることのない画像
形成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために請求項１に係る発明は、媒体の表裏に画像を形成する画像形
成装置において、前記媒体が搬送される第１の媒体搬送路と、前記第１の媒体搬送路を搬
送される前記媒体上に現像剤像を形成する画像形成部と、前記現像剤像を加熱により前記
媒体上に定着する定着部と、前記画像形成装置内の温度を検出する温度検出部と、前記第
１の媒体搬送路に連結され、前記現像剤像が定着された前記媒体の表裏を反転するための
媒体反転路と、装置本体であってかつ前記媒体反転路の近傍に設けられて前記媒体反転路
と前記画像形成装置の外部とを通風可能とし、前記媒体反転路における前記媒体の搬送方
向に延在する複数の開口部と、前記媒体反転路に連結され、表裏が反転された前記媒体が
前記第１の媒体搬送路に向けて搬送される直線状の第２の媒体搬送路と、前記媒体の搬送
を制御する制御部とを備え、前記制御部は、前記温度検出部による検出温度が第１の温度
以上であるとき、前記検出温度が前記第１の温度よりも低い第２の温度以下になるまで前
記開口部の近傍において前記媒体を前記媒体反転路内で停止させ、その後、前記検出温度
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が前記第２の温度以下になると、前記媒体を前記媒体反転路から前記第２の媒体搬送路へ
搬送し、前記検出温度が前記第２の温度よりも低い第３の温度以下になるまで前記媒体を
前記第２の媒体搬送路内で停止させることを特徴とする画像形成装置である。
 
 
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の画像形成装置によれば、温度検出手段により所定の温度を検出した場合、前記
搬送手段内に前記媒体の搬送を保留するように制御する制御手段を有するので、画像形成
装置の内部温度の上昇を抑えることにより、前記画像形成ユニットの温度上昇を抑えたの
で、画像形成不良の発生を生じることのない画像形成装置を提供することができる。更に
、媒体反転部に装置外部と内部とが連通する開口部を形成したので、放熱性に優れた箇所
で加熱定着済みの用紙を待機させるため、温度上昇を低減できるという効果が得られる。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
（第１の実施の形態）
　図１はこの発明の第１の実施の形態を示す電子写真式のプリンタ１０の断面図である。
プリンタ１０は堆積された複数の印刷媒体である用紙Ｐを有する。そして、プリンタ１０
は用紙カセット１０３を有する。用紙カセット１０３は用紙Ｐを収納するものである。そ
して、プリンタ１０は給紙ローラ１０４を有する。給紙ローラ１０４は用紙Ｐを用紙カセ
ット１０３から給紙するものである。そして、プリンタ１０は１番目のセンサであるイン
１センサ１０５を有する。イン１センサ１０５は透過型のフォトインタラプタであり、給
紙された用紙Ｐの先端及び後端を検出する。プリンタ１０は第１レジストローラ１０６を
有する。第１レジストローラ１０６は印刷開始前に用紙Ｐの斜行を矯正し搬送する。プリ
ンタ１０は２番目のセンサであるイン２センサ１０７を有する。イン２センサ１０７は透
過型のフォトインタラプタであり、搬送された用紙Ｐの先端及び後端を検出する。そして
、プリンタ１０は第２レジストローラ１０８を有する。第２レジストローラ１０８は印刷
開始前に用紙Ｐの斜行を矯正し搬送する。プリンタ１０はライトセンサ１０９を有する。
ライトセンサ１０９は透過型のフォトインタラプタであり、搬送された用紙Ｐの先端を検
出し、後続する画像形成部２０の画像書き出しタイミングを作る。画像形成部２０は用紙
搬送ベルト１１１を有する。用紙搬送ベルト１１１は用紙Ｐを画像形成部２０にて搬送さ
せるものである。用紙搬送ベルト１１１はベルトローラ１１２により駆動される。そして
、画像形成部２０はＩＤユニット（イメージドラムユニット又は画像形成ユニット）１１
３Ｋ、１１３Ｙ、１１３Ｍ、１１３Ｃを有する。各ＩＤユニット１１３Ｋ、１１３Ｙ、１
１３Ｍ、１１３Ｃ（以下ＩＤユニット１１３という）は、感光ドラム、現像ローラ等の回
転機構部を有し、それぞれＫ（ブラック）、Ｙ（イエロー）、Ｍ（マゼンタ）、Ｃ（シア
ン）色のトナーを画像として用紙Ｐへ転写する電子写真式プリント機構である。画像形成
部２０は搬送ベルト近傍に配置された温度センサ２１を有する。温度センサ２１はＩＤユ
ニット１１３の周囲温度を測定する。
【０００９】
　定着器３０は用紙Ｐを加熱し、トナーを用紙Ｐへ定着する定着手段である。定着器３０
はハロゲンランプ１１６を有した定着ローラ１１７及びバックアップローラ１１８を備え
る。ハロゲンランプ１１６へ投入される電力によって定着ローラ１１７は定着可能温度ま
で加熱される。
【００１０】
　定着器３０を通過した用紙Ｐは排出部５０へ搬送される。排出部５０は排出センサ１２
０を有する。排出センサ１２０は透過型のフォトインタラプタであり、定着器３０を通過
した用紙Ｐの先端及び後端を検出する。排出部５０はセパレータ１２１を有する。セパレ
ータ１２１は用紙Ｐを排出ルートへ搬送するか両面印刷ルートへ搬送するかを切り替える
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機構部品である。排出部５０は排出ローラ１２２で用紙Ｐを装置外へ排出する。
【００１１】
　両面印刷ルートへ搬送された用紙Ｐは両面印刷ユニット４０へ搬送される。両面印刷ユ
ニット４０は両面インセンサ１２４を有する。両面インセンサ１２４は透過型のフォトイ
ンタラプタであり、搬送された用紙Ｐの先端及び後端を検出する。両面印刷ユニット４０
は反転ローラ１２５を有する。反転ローラ１２５は用紙の搬送方向を反転させる。プリン
タ１０の本体に設けられたスリット１２６は、反転ローラ１２５において反転される反転
部４１に開いており、装置外との空気の交換機能を有する。
【００１２】
　図２はプリンタ１０の外観の一部を示す斜視図であり、両面印刷ユニット４０及びスリ
ット１２６の外観を示す。図１に戻って、両面印刷ユニット４０は反転部４１と反転搬送
路４２を有する。反転部４１は用紙Ｐの反転のための行き止まりのスペースである。用紙
Ｐは、前記両面ユニット４０内の前記反転ローラ１２５に一旦搬送された後、反転ローラ
の逆転によって折り返して反転搬送路４２へ搬送される。その間用紙Ｐの一端は、前記反
転ローラ１２５に挟持される。他端はフリーの状態である。用紙Ｐは搬送くせが付いてお
り、そのため反転部４１での折り返しのときは、図１に示すように湾曲した状態である。
なお、前記反転部４１は単にスペースとせずに、反転部自体を湾曲した搬送路としてもよ
い。また、前述の通り、反転部４１の近傍に、プリンタ１０本体に設けた前記スリット１
２６が設けられるので、前記温度センサ２１が高温を検出したときに、反転部４１は用紙
Ｐの搬送を停止する場所となる。
【００１３】
　更に、前記反転搬送路４２は搬送ローラ１２７を有する。反転搬送路４２は反転された
用紙Ｐを再度画像形成部２０に向けて直線方向へ搬送するための直線的な搬送路である。
両面印刷ユニット４０は両面フロントセンサ１２８を有する。両面フロントセンサ１２８
は透過型のフォトインタラプタであり、搬送された用紙Ｐの先端及び後端を検出する。更
に、プリンタ１０は当該プリンタ１０の印刷制御をつかさどる制御部６０を有する。
【００１４】
　次に、制御部６０との接続関係について説明する。図３はプリンタ１０の制御を示すブ
ロック図である。制御部６０はイン１センサ１０５、イン２センサ１０７、ライトセンサ
１０９、排出センサ１２０、両面インセンサ１２４、両面フロントセンサ１２８の信号入
力がされる。更に、制御部６０には温度センサ２１の信号の入力がされ、ＩＤユニット１
１３の周囲温度を測定する。前記制御部６０は画像形成部２０と接続され、トナー像の形
成から用紙Ｐへの転写を行なう。制御部６０は定着器３０と接続され、ハロゲンランプ１
１６の加熱制御を行なう。制御部６０は定着モータ２０１を駆動する。定着モータ２０１
は排出ローラ１２２と定着ローラ１１７を回転させる。制御部６０はＩＤモータ２０２を
駆動する。ＩＤモータ２０２はＩＤユニット１１３の回転機構部を回転させる。更に、制
御部６０はベルトモータ２０３を駆動する。ベルトモータ２０３はベルトローラ１１２を
回転させる。
【００１５】
　また、前記制御部６０は給紙モータ２０４を駆動する。給紙モータ２０４は給紙ローラ
１０４と第１レジストローラ１０６と第２レジストローラ１０８を回転させる。制御部６
０は給紙ソレノイド２０５を駆動する。前記給紙モータ２０４がオンしており、給紙ソレ
ノイド２０５がオンしているとき、給紙ローラ１０４と第２レジストローラ１０８が回転
する。前記給紙モータ２０４がオンしており、給紙ソレノイド２０５がオフしているとき
、第１レジストローラ１０６と第２レジストローラ１０８が回転する。
【００１６】
　また、前記制御部６０は両面モータ２０６を駆動する。両面モータ２０６は前記反転ロ
ーラ１２５と前記搬送ローラ１２７を回転させる。両面モータ２０６は回転方向を変える
ことが可能であり、逆転方向の場合、用紙Ｐを引き込む方向へ反転ローラ１２５を回転さ
せる。正転方向の場合、前記反転搬送路４２へ用紙Ｐを送り出すために反転ローラ１２５
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を回転させる。また、両面モータ２０６と遊星ギアで連結された搬送ローラ１２７を回転
させる。制御部６０は両面クラッチ２０７を駆動する。前記両面モータ２０６がオンして
おり、両面クラッチ２０７がオンしているとき、搬送ローラ１２７が回転する。両面モー
タ２０６がオンしており、両面クラッチ２０７がオフしているとき、搬送ローラ１２７は
回転しない。
【００１７】
　更に、制御部６０はセパレータソレノイド２０８を駆動する。セパレータソレノイド２
０８がオンしている場合、定着器３０を通過した用紙Ｐはセパレータ１２１によって両面
ユニット４０へ向かうルートへ引き込まれる。セパレータソレノイド２０８がオフしてい
る場合、定着器３０を通過した用紙Ｐはセパレータ１２１によって排出部５０へ送られる
。
【００１８】
　次に、第１の実施の形態の動作について説明する。図４、図５は第１の実施の形態の動
作を示すタイムチャートである。同図の時系列を追って説明する。また、図６～図９は図
４、図５のタイムチャート中の各時刻Ｔ１～Ｔ１４における用紙Ｐが搬送される様子を示
した説明図である。
【００１９】
　（時刻Ｔ０～Ｔ１、図６Ｔ１参照）
　まず、プリンタ１０へ両面印刷の起動がかかる。定着器３０を温度制御オンにする。こ
れにより、印刷可能温度まで定着器３０を加熱する。定着モータ２０１をオンする。これ
により、定着ローラ１１７の回転と排出ローラ１２２の回転を行なう。更に定着ローラ１
１７が回転することにより定着ローラ１１７の温度分布が均一化される。続いて、ＩＤモ
ータ２０２をオンする。これにより、ＩＤユニット１１３の回転機構部が回転する。そし
て、ベルトモータ２０３をオンする。これにより、用紙搬送ベルト１１１が回転する。そ
して、給紙モータ２０４、給紙ソレノイド２０５がオンする。これにより、給紙ローラ１
０４と第２レジストローラ１０８が回転する。このとき、用紙Ｐは給紙ローラ１０４の駆
動により繰り出される。繰り出される当該用紙Ｐを１裏（２Ｐ）とする。続いて、１裏（
２Ｐ）がイン１センサ１０５をオンする。
【００２０】
　（時刻Ｔ１～Ｔ２、図６Ｔ２参照）
　１裏（２Ｐ）の繰り出し完了のタイミングで給紙ソレノイド２０５をオフする。これに
より、給紙ローラ１０４が停止し、第１レジストローラ１０６が回転する。続いて、１裏
（２Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、１裏（２
Ｐ）の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オフ
する。１裏（２Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオンす
る。このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオンする。これにより、両面ユニッ
ト４０へ用紙を引き込むルートがセパレータ１２１によって形成される。そして、両面モ
ータ２０６を逆転方向に駆動する。これにより、反転ローラ１２５が回転し、１裏（２Ｐ
）は反転部４１へ引き込まれる。続いて、１裏（２Ｐ）が両面インセンサ１２４をオンす
る。
【００２１】
　続いて、給紙ソレノイド２０５をオンする。これにより、新たな用紙Ｐが給紙ローラ１
０４の駆動により繰り出される。繰り出される用紙Ｐを２裏（４Ｐ）とする。続いて、２
裏（４Ｐ）がイン１センサ１０５をオンする。
【００２２】
　そして、前記１裏（２Ｐ）の後端が排出センサ１２０をオフする。このタイミングでセ
パレータソレノイド２０８をオフする。これにより、排出部５０へ用紙Ｐを搬送するルー
トがセパレータ１２１によって一旦形成される。
【００２３】
　（時刻Ｔ２～Ｔ３、図６Ｔ３参照）
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　前記２裏（４Ｐ）の繰り出し完了のタイミングで給紙ソレノイド２０５をオフする。こ
れにより、給紙ローラ１０４が停止し、第１レジストローラ１０６が回転する。続いて、
２裏（４Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。            
  続いて、２裏（４Ｐ）の後端がイン１センサ１０５をオフする。
【００２４】
　一方、前記１裏（２Ｐ）の後端が両面インセンサ１２４をオフする。両面インセンサ１
２４オフをトリガーとして、両面モータ２０６を正転方向に駆動する。これにより、１裏
（２Ｐ）は反転搬送路４２へ送り出される。そして、両面クラッチ２０７をオンする。こ
れにより、搬送ローラ１２７が回転する。続いて、１裏（２Ｐ）が両面フロントセンサ１
２８をオンする。
【００２５】
　（時刻Ｔ３～Ｔ４、図６Ｔ４参照）
　前記２裏（４Ｐ）の後端がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オフする。
２裏（４Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオンする。こ
のタイミングでセパレータソレノイド２０８をオンする。これにより、両面ユニット４０
へ用紙Ｐを引き込むルートがセパレータ１２１によって形成される。そして、両面モータ
２０６を逆転方向に駆動する。これにより、２裏（４Ｐ）は反転部４１へ引き込まれる。
続いて、２裏（４Ｐ）が両面インセンサ１２４をオンする。そして、２裏（４Ｐ）の後端
が排出センサ１２０をオフする。このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオフす
る。これにより、排出部５０へ用紙Ｐを搬送するルートがセパレータ１２１によって一旦
形成される。
【００２６】
　一方、両面ユニット４０で反転された１裏（２Ｐ）を１表（１Ｐ）とすると、搬送ロー
ラ１２７の回転により当該１表（１Ｐ）が再給紙される。続いて、１表（１Ｐ）の後端が
両面フロントセンサ１２８をオフする。続いて、１表（１Ｐ）がイン１センサ１０５をオ
ンする。
【００２７】
　（時刻Ｔ４～Ｔ５、図７Ｔ５参照）
　前記１表（１Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて
、１表（１Ｐ）の後端がイン１センサ１０５をオフする。このタイミングで給紙ソレノイ
ド２０５をオンする。これにより、次の用紙Ｐが給紙ローラ１０４の駆動により繰り出さ
れる。繰り出される用紙Ｐを３裏（６Ｐ）とする。続いて、３裏（６Ｐ）がイン１センサ
１０５をオンする。続いて、１表（１Ｐ）の後端がイン２センサ１０７、ライトセンサ１
０９を順次オフする。
【００２８】
　一方、両面ユニット４０で反転された２裏（４Ｐ）を２表（３Ｐ）とすると、当該２表
（３Ｐ）の後端が両面インセンサ１２４をオフする。そして、両面クラッチ２０７をオフ
する。これにより搬送ローラ１２７は停止するので、２表（３Ｐ）は反転搬送路４２に一
旦留まる。両面インセンサ１２４オフをトリガーとして、両面モータ２０６を正転方向に
駆動する。そして、両面クラッチ２０７をオンすると、これにより、搬送ローラ１２７が
回転する。続いて、２表（３Ｐ）が両面フロントセンサ１２８をオンする。
【００２９】
　（時刻Ｔ５～Ｔ６、図７Ｔ６参照）
　前記３裏（６Ｐ）の繰り出し完了のタイミングで給紙ソレノイド２０５をオフする。こ
れにより、給紙ローラ１０４が停止し、第１レジストローラ１０６が回転する。続いて、
３裏（６Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、３裏
（６Ｐ）の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７を順次オフする。
【００３０】
　一方、１表（１Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオン
する。１表（１Ｐ）は排出部５０を搬送される。続いて、１表（１Ｐ）の後端が排出セン
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サ１２０をオフする。そして、プリンタ１０から排出される。
【００３１】
　一方、搬送ローラ１２７の回転により２表（３Ｐ）が再給紙される。続いて、２表（３
Ｐ）の後端が両面フロントセンサ１２８をオフする。続いて、２表（３Ｐ）がイン１セン
サ１０５をオンする。
【００３２】
　（時刻Ｔ６～Ｔ７、図７Ｔ７参照）
　２表（３Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、２
表（３Ｐ）の後端がイン１センサ１０５をオフする。このタイミングで給紙ソレノイド２
０５をオンする。これにより、次の用紙Ｐは給紙ローラ１０４の駆動により繰り出される
。繰り出される用紙Ｐを４裏（８Ｐ）とする。続いて、４裏（８Ｐ）がイン１センサ１０
５をオンする。続いて、２表（３Ｐ）の後端がイン２センサ１０７をオフする。
【００３３】
　一方、３裏（６Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオン
する。このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオンする。これにより、両面ユニ
ット４０へ用紙Ｐを引き込むルートがセパレータ１２１によって形成される。そして、両
面モータ２０６を逆転方向に駆動する。これにより、３裏（６Ｐ）は反転部４１へ引き込
まれる。そして、両面クラッチ２０７をオフする。これにより、搬送ローラ１２７は停止
する。続いて、３裏（６Ｐ）が両面インセンサ１２４をオンする。続いて、３裏（６Ｐ）
の後端が排出センサ１２０をオフする。このタイミングでセパレータソレノイド２０８を
オフする。これにより、排出部５０へ用紙Ｐを搬送するルートがセパレータ１２１によっ
て形成される。
【００３４】
　（時刻Ｔ７～Ｔ８、図８Ｔ８参照）
　前記時刻Ｔ７において、温度センサ２１が４６℃を超える検出をする。これにより、制
御部６０は印刷動作の停止と、定着済用紙の搬送を保留して放熱動作をさせる。給紙モー
タ２０４をオフする。給紙ソレノイド２０５をオフする。これにより、繰り出し途中の４
裏（８Ｐ）は搬送を停止する。
【００３５】
　一方、３裏（６Ｐ）の後端が両面インセンサ１２４をオフする。続いて、両面モータ２
０６をオフさせ、反転ローラ１２５の回転を停止させる。このとき３裏（６Ｐ）は、当該
反転ローラ１２５に挟持された状態で、プリンタ１０本体に設けた前記スリット１２６の
近傍において保持される。これにより、定着器３０で加熱された熱を効率よく放熱できる
。
【００３６】
　一方、２表（３Ｐ）の後端がライトセンサ１０９をオフする。２表（３Ｐ）は画像形成
部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオンする。２表（３Ｐ）は排出部５０
を搬送される。続いて、２表（３Ｐ）の後端は排出センサ１２０をオフする。そして、２
表（３Ｐ）はプリンタ１０から排出される。
【００３７】
　このタイミングで定着器３０の温度制御をオフする。定着モータ２０１は定着器３０の
温度オーバーシュートを抑制するためにオンしつづける。そして、ＩＤモータ２０２をオ
フする。そして、ベルトモータ２０３をオフする。
【００３８】
　（時刻Ｔ８～Ｔ９、図８Ｔ９参照）
　制御部６０は温度センサ２１の検出値が出るまで待機する。
（時刻Ｔ９～Ｔ１０、図８Ｔ１０参照）
　時刻Ｔ９において、温度センサ２１が４４℃を下回る検出をする。このタイミングで制
御部６０は印刷動作の再開動作をする。まず、定着器３０の温度制御をオンにする。温度
制御をオフしていた期間は短時間であるため定着ローラ１１７はすぐに印刷可能温度にな
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る。そして、ＩＤモータ２０２をオンする。これにより、ＩＤユニット１１３の回転機構
部が回転する。そして、ベルトモータ２０３をオンする。これにより、用紙搬送ベルト１
１１が回転する。そして、給紙モータ２０４、給紙ソレノイド２０５がオンする。これに
より、給紙ローラ１０４と第２レジストローラ１０８が回転する。このとき、４裏（８Ｐ
）は給紙ローラ１０４の駆動により繰り出し再開される。
【００３９】
　４裏（８Ｐ）の繰り出し完了のタイミングで給紙ソレノイド２０５をオフする。これに
より、給紙ローラ１０４が停止し、第１レジストローラ１０６が回転する。続いて、４裏
（８Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、４裏（８
Ｐ）の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オフ
する。
【００４０】
　一方、両面モータ２０６を正転方向に駆動する。これにより、反転された３裏（６Ｐ）
を３表（５Ｐ）とすると、当該３表（５Ｐ）は反転搬送路４２へ送り出される。そして、
両面クラッチ２０７をオンする。これにより、搬送ローラ１２７が回転する。搬送ローラ
１２７の回転により３表（５Ｐ）が再給紙される。続いて、３表（５Ｐ）が両面フロント
センサ１２８をオンする。続いて、３表（５Ｐ）の後端が両面フロントセンサ１２８をオ
フする。続いて、３表（５Ｐ）がイン１センサ１０５をオンする。
【００４１】
　一方、４裏（８Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオン
する。このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオンする。これにより、両面ユニ
ット４０へ用紙Ｐを引き込むルートがセパレータ１２１によって形成される。そして、両
面モータ２０６を逆転方向に駆動する。これにより、４裏（８Ｐ）は反転部４１へ引き込
まれる。続いて、４裏（８Ｐ）が両面インセンサ１２４をオンする。続いて、４裏（８Ｐ
）の後端が排出センサ１２０をオフする。このタイミングでセパレータソレノイド２０８
をオフする。これにより、排出部５０へ用紙Ｐを搬送するルートがセパレータ１２１によ
って形成される。
【００４２】
　（時刻Ｔ１０～Ｔ１１、図８Ｔ１１参照）
　前記３表（５Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて
、３表（５Ｐ）の後端がイン１センサ１０５をオフする。このタイミングで給紙ソレノイ
ド２０５をオンする。これにより、次の用紙Ｐは給紙ローラ１０４の駆動により繰り出さ
れる。繰り出される用紙Ｐを５裏（１０Ｐ）とする。続いて、５裏（１０Ｐ）がイン１セ
ンサ１０５をオンする。続いて、前記３表（５Ｐ）の後端がイン２センサ１０７、ライト
センサ１０９を順次オフする。
【００４３】
　一方、４裏（８Ｐ）の後端が両面インセンサ１２４をオフする。両面ユニット４０で反
転された４裏（８Ｐ）を４表（７Ｐ）とする。そして、両面クラッチ２０７をオフする。
これにより、搬送ローラ１２７は停止する。両面インセンサ１２４オフをトリガーとして
、両面モータ２０６を正転方向に駆動する。これにより、４表（７Ｐ）は反転搬送路４２
へ送り出される。そして、両面クラッチ２０７をオンする。これにより、搬送ローラ１２
７が回転する。続いて、４表（７Ｐ）が両面フロントセンサ１２８をオンする。
【００４４】
　（時刻Ｔ１１～Ｔ１２、図９Ｔ１２参照）
　前記５裏（１０Ｐ）の繰り出し完了のタイミングで給紙ソレノイド２０５をオフする。
これにより、給紙ローラ１０４が停止し、第１レジストローラ１０６が回転する。続いて
、５裏（１０Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、
５裏（１０Ｐ）の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７を順次オフする。
【００４５】
　一方、３表（５Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオン
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する。３表（５Ｐ）は排出部５０を搬送される。続いて、３表（５Ｐ）の後端は排出セン
サ１２０をオフする。そして、プリンタ１０から排出される。
【００４６】
　一方、搬送ローラ１２７の回転により４表（７Ｐ）が再給紙される。続いて、４表（７
Ｐ）の後端が両面フロントセンサ１２８をオフする。続いて、４表（７Ｐ）がイン１セン
サ１０５をオンする。
【００４７】
　（時刻Ｔ１２～Ｔ１３、図９Ｔ１３参照）
　前記両面クラッチ２０７をオフする。これにより、搬送ローラ１２７は停止する。５裏
（１０Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオンする。この
タイミングでセパレータソレノイド２０８をオンする。これにより、両面ユニット４０へ
用紙を引き込むルートがセパレータ１２１によって形成される。そして、両面モータ２０
６を逆転方向に駆動する。これにより、５裏（１０Ｐ）は反転部４１へ引き込まれる。そ
して、両面クラッチ２０７をオフする。これにより、搬送ローラ１２７は一旦停止する。
続いて、５裏（１０Ｐ）が両面インセンサ１２４をオンする。続いて、５裏（１０Ｐ）の
後端が排出センサ１２０をオフする。このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオ
フする。これにより、排出部５０へ用紙Ｐを搬送するルートがセパレータ１２１によって
形成される。
【００４８】
　一方、５裏（１０Ｐ）が両面インセンサ１２４をオンする。両面インセンサ１２４オフ
をトリガーとして、両面モータ２０６を正転方向に駆動する。これにより、５裏（１０Ｐ
）は反転搬送路４２へ送り出される。そして、両面クラッチ２０７をオンする。これによ
り、搬送ローラ１２７が回転する。続いて、５裏（１０Ｐ）が両面フロントセンサ１２８
をオンする。ここで両面ユニット４０で反転された５裏（１０Ｐ）を５表（９Ｐ）とする
と、搬送ローラ１２７の回転により当該５表（９Ｐ）が再給紙される。続いて、５表（９
Ｐ）の後端が両面フロントセンサ１２８をオフする。続いて、５表（９Ｐ）がイン１セン
サ１０５をオンする。
【００４９】
　一方、４表（７Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続い
て、４裏（７Ｐ）の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７、ライトセンサ１０
９を順次オフする。続いて、４表（７Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出
センサ１２０をオンする。そして、４表（７Ｐ）は排出部５０を搬送される。続いて、４
表（７Ｐ）の後端は排出センサ１２０をオフする。そして、プリンタ１０から排出される
。
【００５０】
　（時刻Ｔ１３～Ｔ１４、図９Ｔ１４参照）
　前記両面クラッチ２０７をオフする。これにより、搬送ローラ１２７は停止する。５表
（９Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、５表（９
Ｐ）の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オフ
する。続いて、５表（９Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０
をオンする。そして、５表（９Ｐ）は排出部５０を搬送される。続いて、５表（９Ｐ）の
後端は排出センサ１２０をオフする。そして、プリンタ１０から排出される。
【００５１】
　続いて、定着器３０を温度制御オフにする。続いて、ＩＤモータ２０２をオフする。こ
れにより、ＩＤユニット１１３の回転機構部が停止する。そして、ベルトモータ２０３を
オフする。これにより、用紙搬送ベルト１１１が停止する。続いて、給紙モータ２０４を
オフする。これにより、第１レジストローラ１０６、第２レジストローラ１０８を停止す
る。更に定着モータ２０１をオフする。これにより、定着ローラ１１７の回転と排出ロー
ラ１２２を停止する。
【００５２】
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　以上のように、第１の実施の形態によれば、ＩＤユニット１１３の周囲温度を測定する
温度センサ２１を設け、前記温度センサ２１による所定の温度の検出により、加熱定着済
みの用紙Ｐをスリット１２６近傍の反転部４１で待機させ放熱するようにしたので、画像
形成条件を変更することなく印刷が可能となり、画質への影響がない印刷品質の向上が図
れるという効果を有する。更に、放熱性に優れた箇所で加熱定着済みの用紙Ｐを待機させ
るため、第２面印刷時のＩＤユニット１１３の温度上昇を低減できるという効果が得られ
る。
【００５３】
　（第２の実施の形態）
　次に本発明の第２の実施の形態について説明する。本第２の実施の形態の構成は前記第
１の実施の形態の構成と同じであるので前記第１の実施の形態の説明を援用する。以下第
２の実施の形態の動作について説明する。図１０、図１１は第２の実施の形態の動作を示
すタイムチャートである。同図の時系列を追って説明する。また、図１２～図１３は図１
０、図１１のタイムチャート中の各時刻Ｔ８～Ｔ１５における用紙Ｐが搬送される様子を
示す説明図である。なお、タイムチャート中の各時刻Ｔ１～Ｔ７における用紙Ｐが搬送さ
れる様子を示す説明図は図６、図７と同じであるので、図６、図７を用いて説明する。
【００５４】
　（時刻Ｔ０～Ｔ１、図６Ｔ１参照）
　まず、プリンタ１０へ両面印刷の起動がかかる。定着器３０を温度制御オンにする。こ
れにより、印刷可能温度まで定着器３０を加熱する。定着モータ２０１をオンする。これ
により、定着ローラ１１７の回転と排出ローラ１２２の回転を行なう。更に定着ローラ１
１７が回転することにより定着ローラ１１７の温度分布が均一化される。続いて、ＩＤモ
ータ２０２をオンする。これにより、ＩＤユニット１１３の回転機構部が回転する。そし
て、ベルトモータ２０３をオンする。これにより、用紙搬送ベルト１１１が回転する。そ
して、給紙モータ２０４、給紙ソレノイド２０５がオンする。これにより、給紙ローラ１
０４と第２レジストローラ１０８が回転する。このとき、用紙Ｐは給紙ローラ１０４の駆
動により繰り出される。繰り出される用紙Ｐを１裏（２Ｐ）とする。続いて、１裏（２Ｐ
）がイン１センサ１０５をオンする。
【００５５】
　（時刻Ｔ１～Ｔ２、図６Ｔ２参照）
　１裏（２Ｐ）の繰り出し完了のタイミングで給紙ソレノイド２０５をオフする。これに
より、給紙ローラ１０４が停止し、第１レジストローラ１０６が回転する。続いて、１裏
（２Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、１裏（２
Ｐ）の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オフ
する。１裏（２Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオンす
る。このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオンする。これにより、両面ユニッ
ト４０へ用紙を引き込むルートがセパレータ１２１によって形成される。そして、両面モ
ータ２０６を逆転方向に駆動する。これにより、反転ローラ１２５が回転し、１裏（２Ｐ
）は反転部４１へ引き込まれる。続いて、１裏（２Ｐ）が両面インセンサ１２４をオンす
る。
【００５６】
　続いて、給紙ソレノイド２０５をオンする。これにより、新たな用紙Ｐは給紙ローラ１
０４の駆動により繰り出される。繰り出される用紙Ｐを２裏（４Ｐ）とする。続いて、２
裏（４Ｐ）がイン１センサ１０５をオンする。
【００５７】
　そして、１裏（２Ｐ）の後端が排出センサ１２０をオフする。このタイミングでセパレ
ータソレノイド２０８をオフする。これにより、排出部５０へ用紙Ｐを搬送するルートが
セパレータ１２１によって一旦形成される。
【００５８】
　（時刻Ｔ２～Ｔ３、図６Ｔ３参照）
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　２裏（４Ｐ）の繰り出し完了のタイミングで給紙ソレノイド２０５をオフする。これに
より、給紙ローラ１０４が停止し、第１レジストローラ１０６が回転する。続いて、２裏
（４Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、２裏（４
Ｐ）の後端がイン１センサ１０５をオフする。
【００５９】
　一方、１裏（２Ｐ）の後端が両面インセンサ１２４をオフする。両面インセンサ１２４
オフをトリガーとして、両面モータ２０６を正転方向に駆動する。これにより、１裏（２
Ｐ）は反転搬送路４２へ送り出される。そして、両面クラッチ２０７をオンする。これに
より、搬送ローラ１２７が回転する。続いて、１裏（２Ｐ）が両面フロントセンサ１２８
をオンする。
【００６０】
　（時刻Ｔ３～Ｔ４、図６Ｔ４参照）
　２裏（４Ｐ）の後端がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オフする。
２裏（４Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオンする。
このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオンする。これにより、両面ユニット４
０へ用紙を引き込むルートがセパレータ１２１によって形成される。そして、両面モータ
２０６を逆転方向に駆動する。これにより、２裏（４Ｐ）は反転部４１へ引き込まれる。
続いて、２裏（４Ｐ）が両面インセンサ１２４をオンする。そして、２裏（４Ｐ）の後端
が排出センサ１２０をオフする。このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオフす
る。これにより、排出部５０へ用紙Ｐを搬送するルートがセパレータ１２１によって一旦
形成される。
【００６１】
　一方、両面ユニット４０で反転された１裏（２Ｐ）を１表（１Ｐ）とすると、搬送ロー
ラ１２７の回転により１表（１Ｐ）が再給紙される。続いて、１表（１Ｐ）の後端が両面
フロントセンサ１２８をオフする。続いて、１表（１Ｐ）がイン１センサ１０５をオンす
る。
【００６２】
　（時刻Ｔ４～Ｔ５、図７Ｔ５参照）
　１表（１Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、１
表（１Ｐ）の後端がイン１センサ１０５をオフする。このタイミングで給紙ソレノイド２
０５をオンする。これにより、次の用紙Ｐは給紙ローラ１０４の駆動により繰り出される
。繰り出される用紙Ｐを３裏（６Ｐ）とする。続いて、３裏（６Ｐ）がイン１センサ１０
５をオンする。続いて、１表（１Ｐ）の後端がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９
を順次オフする。
【００６３】
　一方、両面ユニット４０で反転された２裏（４Ｐ）を２表（３Ｐ）とすると、２表（３
Ｐ）の後端が両面インセンサ１２４をオフする。そして、両面クラッチ２０７をオフする
。これにより、搬送ローラ１２７は停止するので、２表（３Ｐ）は反転搬送路４２に一旦
留まる。両面インセンサ１２４オフをトリガーとして、両面モータ２０６を正転方向に駆
動する。そして、両面クラッチ２０７をオンすると、搬送ローラ１２７が回転する。続い
て、２表（３Ｐ）が両面フロントセンサ１２８をオンする。
【００６４】
　（時刻Ｔ５～Ｔ６、図７Ｔ６参照）
　３裏（６Ｐ）の繰り出し完了のタイミングで給紙ソレノイド２０５をオフする。これに
より、給紙ローラ１０４が停止し、第１レジストローラ１０６が回転する。続いて、３裏
（６Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、３裏（６
Ｐ）の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７を順次オフする。    
【００６５】
　一方、１表（１Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオン
する。１表（１Ｐ）は排出部５０を搬送される。続いて、１表（１Ｐ）の後端は排出セン
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サ１２０をオフする。そして、プリンタ１０から排出される。
【００６６】
　一方、搬送ローラ１２７の回転により２表（３Ｐ）が再給紙される。続いて、２表（３
Ｐ）の後端が両面フロントセンサ１２８をオフする。続いて、２表（３Ｐ）がイン１セン
サ１０５をオンする。
【００６７】
　（時刻Ｔ６～Ｔ７、図７Ｔ７参照）
　２表（３Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、２
表（３Ｐ）の後端がイン１センサ１０５をオフする。このタイミングで給紙ソレノイド２
０５をオンする。これにより、次の用紙Ｐは給紙ローラ１０４の駆動により繰り出される
。繰り出される用紙Ｐを４裏（８Ｐ）とする。続いて、４裏（８Ｐ）がイン１センサ１０
５をオンする。続いて、２表（３Ｐ）の後端がイン２センサ１０７をオフする。
【００６８】
　一方、３裏（６Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオン
する。このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオンする。これにより、両面ユニ
ット４０へ用紙Ｐを引き込むルートがセパレータ１２１によって形成される。そして、両
面モータ２０６を逆転方向に駆動する。これにより、３裏（６Ｐ）は反転部４１へ引き込
まれる。そして、両面クラッチ２０７をオフする。これにより、搬送ローラ１２７は停止
する。続いて、３裏（６Ｐ）が両面インセンサ１２４をオンする。続いて、３裏（６Ｐ）
の後端が排出センサ１２０をオフする。このタイミングでセパレータソレノイド２０８を
オフする。これにより、排出部５０へ用紙Ｐを搬送するルートがセパレータ１２１によっ
て形成される。
【００６９】
　（時刻Ｔ７～Ｔ８、図１２Ｔ８参照）
　前記時刻Ｔ７において、温度センサ２１が４６℃を超える検出をする。これにより、制
御部６０は印刷動作の停止と定着済用紙の放熱動作をさせる。給紙モータ２０４をオフす
る。給紙ソレノイド２０５をオフする。これにより、繰り出し途中の４裏（８Ｐ）は搬送
を停止する。
【００７０】
　一方、３裏（６Ｐ）の後端が両面インセンサ１２４をオフする。続いて、両面モータ２
０６をオフさせ、反転ローラ１２５の回転を停止させる。このとき３裏（６Ｐ）は、当該
反転ローラ１２５に挟持された状態で、スリット１２６の近傍において保持される。これ
により、定着器３０で加熱された熱を効率よく放熱できる。
【００７１】
　一方、２表（３Ｐ）の後端がライトセンサ１０９をオフする。２表（３Ｐ）は画像形成
部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオンする。２表（３Ｐ）は排出部５０
を搬送される。続いて、２表（２Ｐ）の後端は排出センサ１２０をオフする。そして、プ
リンタ１０から排出される。
【００７２】
　このタイミングで定着器３０の温度制御をオフする。定着モータ２０１は定着器３０の
温度オーバーシュートを抑制するためにオンし続ける。そして、ＩＤモータ２０２をオフ
する。そして、ベルトモータ２０３をオフする。
【００７３】
　（時刻Ｔ８～Ｔ９、図１２Ｔ９・Ｔ１０参照）
　制御部６０は温度センサ２１の検出値が下がるまで待機する。温度センサ２１が４５℃
を下回ることを検出する。そして、両面モータ２０６を正転方向に駆動する。そして、両
面クラッチ２０７をオンする。これにより、３裏（６Ｐ）は反転搬送路４２へ送り出され
る。反転搬送路４２を送り出された３裏（６Ｐ）を３表（５Ｐ）とすると、３表（５Ｐ）
が両面フロントセンサ１２８をオンする。
【００７４】
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　（時刻Ｔ９～Ｔ１０、図１２Ｔ９・Ｔ１０参照）
　両面モータ２０６をオフする。そして、両面クラッチ２０７をオフする。これにより、
３表（５Ｐ）は反転搬送路４２で搬送が保留され、湾曲した反転部４１での待機期間で発
生する用紙のカールを水平部としての反転搬送路４２での待機を設けることにより抑える
ことができる。続いて、制御部６０は温度センサ２１の検出値が更に下がるまで、前記反
転搬送路４２において再度待機する。
【００７５】
　（時刻Ｔ１０～Ｔ１１、図１２Ｔ１１参照）
　時刻Ｔ１０において、温度センサ２１が４４℃を下回ることを検出する。このタイミン
グで制御部６０は印刷動作の再開動作をする。定着器３０の温度制御をオンにする。温度
制御をオフしていた期間は短時間であるため定着ローラ１１７はすぐに印刷可能温度にな
る。そして、ＩＤモータ２０２をオンする。これにより、ＩＤユニット１１３の回転機構
部が回転する。そして、ベルトモータ２０３をオンする。これにより、用紙搬送ベルト１
１１が回転する。そして、給紙モータ２０４、給紙ソレノイド２０５がオンする。これに
より、給紙ローラ１０４と第２レジストローラ１０８が回転する。このとき、４裏（８Ｐ
）は給紙ローラ１０４の駆動により繰り出し再開される。
【００７６】
　４裏（８Ｐ）の繰り出し完了のタイミングで給紙ソレノイド２０５をオフする。これに
より、給紙ローラ１０４が停止し、第１レジストローラ１０６が回転する。続いて、４裏
（８Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、４裏（８
Ｐ）の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オフ
する。
【００７７】
　一方、両面モータ２０６を正転方向に駆動する。そして、両面クラッチ２０７をオンす
る。これにより、搬送ローラ１２７が回転する。搬送ローラ１２７の回転により３表（５
Ｐ）が再給紙される。続いて、３表（５Ｐ）の後端が両面フロントセンサ１２８をオフす
る。続いて、３表（５Ｐ）がイン１センサ１０５をオンする。続いて、両面クラッチ２０
７をオフする。
【００７８】
　（時刻Ｔ１１～Ｔ１２、図１２Ｔ１２参照）
　４裏（８Ｐ）が画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオンする。
このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオンする。これにより、両面ユニット４
０へ用紙を引き込むルートがセパレータ１２１によって形成される。そして、両面モータ
２０６を逆転方向に駆動する。これにより、４裏（８Ｐ）は反転部４１へ引き込まれる。
続いて、４裏（８Ｐ）が両面インセンサ１２４をオンする。そして、４裏（８Ｐ）の後端
が排出センサ１２０をオフする。このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオフす
る。これにより、排出部５０へ用紙Ｐを搬送するルートがセパレータ１２１によって形成
される。
【００７９】
　４裏（８Ｐ）の後端が両面インセンサ１２４をオフする。両面ユニット４０で反転され
た４裏（８Ｐ）を４表（７Ｐ）とする。両面インセンサ１２４のオフをトリガーとして、
両面モータ２０６を正転方向に駆動する。これにより、４表（７Ｐ）は反転搬送路４２へ
送り出される。そして、両面クラッチ２０７をオンする。これにより、搬送ローラ１２７
が回転する。続いて、４表（７Ｐ）が両面フロントセンサ１２８をオンする。
【００８０】
　（時刻Ｔ１２～Ｔ１３、図１３Ｔ１３参照）
　一方、５裏（１０Ｐ）の繰り出し完了のタイミングで給紙ソレノイド２０５をオフする
。これにより、給紙ローラ１０４が停止し、第１レジストローラ１０６が回転する。続い
て、５裏（１０Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて
、５裏（１０Ｐ）の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７を順次オフする。
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【００８１】
　一方、３表（５Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオン
する。３表（５Ｐ）は排出部５０を搬送される。続いて、３表（５Ｐ）の後端は排出セン
サ１２０をオフする。そして、プリンタ１０から排出される。
【００８２】
　続いて、５裏（１０Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０を
オンする。このタイミングでセパレータソレノイド２０８をオンする。これにより、両面
ユニット４０へ用紙を引き込むルートがセパレータ１２１によって形成される。
【００８３】
　そして、両面モータ２０６を逆転方向に駆動する。これにより、５裏（１０Ｐ）は反転
部４１へ引き込まれる。そして、両面クラッチ２０７をオフする。これにより、搬送ロー
ラ１２７は停止する。続いて、５裏（１０Ｐ）が両面インセンサ１２４をオンする。
【００８４】
　続いて、５裏（１０Ｐ）の後端が排出センサ１２０をオフする。このタイミングでセパ
レータソレノイド２０８をオフする。これにより、排出部５０へ用紙Ｐを搬送するルート
がセパレータ１２１によって形成される。
【００８５】
　一方、搬送ローラ１２７の回転により４表（７Ｐ）が再給紙される。続いて、４表（７
Ｐ）の後端が両面フロントセンサ１２８をオフする。続いて、４表（７Ｐ）がイン１セン
サ１０５をオンする。
【００８６】
　（時刻Ｔ１３～Ｔ１４、図１３Ｔ１４参照）
　両面クラッチ２０７をオフする。これにより、搬送ローラ１２７は停止する。４表（７
Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オンする。続いて、４表（７Ｐ）
の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オフする
。続いて、４表（７Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通過し、排出センサ１２０をオ
ンする。そして、４表（７Ｐ）は排出部５０を搬送される。続いて、４表（７Ｐ）の後端
は排出センサ１２０をオフする。そして、プリンタ１０から排出される。
【００８７】
　一方、５裏（１０Ｐ）の後端が両面インセンサ１２４をオフする。両面インセンサ１２
４のオフをトリガーとして、両面モータ２０６を正転方向に駆動する。これにより、５裏
（１０Ｐ）は反転搬送路４２へ送り出される。そして、両面クラッチ２０７をオンする。
これにより、搬送ローラ１２７が回転する。続いて、５裏（１０Ｐ）が両面フロントセン
サ１２８をオンする。両面ユニット４０で反転された５裏（１０Ｐ）を５表（９Ｐ）とす
ると、搬送ローラ１２７の回転により５表（９Ｐ）が再給紙される。続いて、５表（９Ｐ
）の後端が両面フロントセンサ１２８をオフする。続いて、５表（９Ｐ）がイン１センサ
１０５をオンする。
【００８８】
　（時刻Ｔ１４～Ｔ１５、図１３Ｔ１５参照）
　両面クラッチ２０７と両面モータ２０６をオフする。これにより、搬送ローラ１２７は
停止する。続いて、５表（９Ｐ）がイン２センサ１０７、ライトセンサ１０９を順次オン
する。続いて、５表（９Ｐ）の後端がイン１センサ１０５、イン２センサ１０７、ライト
センサ１０９を順次オフする。続いて、５表（９Ｐ）は画像形成部２０、定着器３０を通
過し、排出センサ１２０をオンする。続いて、５表（９Ｐ）は排出部５０を搬送される。
続いて、５表（９Ｐ）の後端は排出センサ１２０をオフする。そして、プリンタ１０から
排出される。
【００８９】
　続いて、定着器３０を温度制御オフにする。続いて、ＩＤモータ２０２をオフする。こ
れにより、ＩＤユニット１１３の回転機構部が停止する。そして、ベルトモータ２０３を
オフする。これにより、用紙搬送ベルト１１１が停止する。続いて、給紙モータ２０４を
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オフする。これにより、第１レジストローラ１０６、第２レジストローラ１０８を停止す
る。その後定着モータ２０１をオフする。これにより、定着ローラ１１７の回転と排出ロ
ーラ１２２を停止する。
【００９０】
　以上のように、第２の実施の形態によれば、加熱定着済みの用紙Ｐをスリット１２６近
傍の反転部４１で待機させて放熱し、その後水平な待機部で次の給紙のタイミングまで待
機する。これにより、第１の実施の形態同様、画像形成条件を変更することなく印刷が可
能であるため、画質への影響がない。更に、放熱性に優れた個所で加熱定着済みの用紙Ｐ
を待機させるため、第２面印刷時のＩＤユニット１１３の温度上昇を低減できるという効
果が得られる。更に、湾曲した反転部４１での待機により発生する用紙のカールを水平部
での待機を設けることにより抑える効果が得られる。
【００９１】
　前記発明の実施に形態において、加熱定着済みの用紙Ｐを待機させる時間を、温度セン
サ２１が４５℃又は４４℃を下回ることを検出するまでとしたが、これに限らない。即ち
、制御部６０は予め決められた時間まで前記用紙Ｐを待機させるように制御してもよい。
更にまた、制御手段は温度センサ２１によって検出される温度に応じて、前記用紙Ｐを待
機させる時間を可変とするように制御してもよい。
【００９２】
　第１の実施の形態では画像形成装置として電子写真式プリンタに適用した例を説明した
が、両面印刷機構をもつ複写機、マルチファンクションプリンタなどにも適用可能である
。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】第１の実施の形態に関するプリンタの断面図である。
【図２】同じくプリンタの外観の一部を示す斜視図である。
【図３】同じくプリンタの制御を示すブロック図である。
【図４】第１の実施の形態の動作を示すタイムチャートである。
【図５】同じく第１の実施の形態の動作を示すタイムチャートである。
【図６】タイムチャート中の各時刻における用紙が搬送される様子を示した説明図である
。
【図７】同じくタイムチャート中の各時刻における用紙が搬送される様子を示した説明図
である。
【図８】同じくタイムチャート中の各時刻における用紙が搬送される様子を示した説明図
である。
【図９】同じくタイムチャート中の各時刻における用紙が搬送される様子を示した説明図
である。
【図１０】第２の実施の形態の動作を示すタイムチャートである。
【図１１】同じく第２の実施の形態の動作を示すタイムチャートである。
【図１２】タイムチャート中の各時刻における用紙が搬送される様子を示す説明図である
。
【図１３】同じくタイムチャート中の各時刻における用紙が搬送される様子を示す説明図
である。
【符号の説明】
【００９４】
１０　　　　プリンタ
２０　　　　画像形成部
２１　　　　温度センサ
３０　　　　定着器
４０　　　　両面印刷ユニット
４１　　　　反転部



(16) JP 5303241 B2 2013.10.2

４２　　　　反転搬送路
６０　　　　制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】



(20) JP 5303241 B2 2013.10.2

10

20

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００３－１２２０６１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１１１８８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－２１２３１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－３００６７６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－１６００６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－３３３９３０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１８９３７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２１５８６９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｇ　　１３／００
              Ｇ０３Ｇ　　１３／２０
              Ｇ０３Ｇ　　１５／００
              Ｇ０３Ｇ　　１５／２０
              Ｇ０３Ｇ　　１５／３６
              Ｇ０３Ｇ　　２１／００　－　２１／０４
              Ｇ０３Ｇ　　２１／１４　－　２１／２０
              Ｂ４１Ｊ　　２９／００　－　２９／１８
              Ｂ４１Ｊ　　２９／２０　－　２９／３８
              Ｂ４１Ｊ　　２９／４０　－　２９／７０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

